
LIP とは…… Local Information Paper のは文字をとったものです。  

 

 

「ＬＩＰ編集局」 http://www.love-dugong.net/lip/ 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

├ 言いたい放題！ アッキー28号（30） 昭和から平成へ 

├ 図書館分室の廃止に反対します！ 

├「無駄話」(３) とんでもない失敗２件 

├「うたかた話」(３) アイヌのお話 

├ 原発賠償関西訴訟第 20回期日の傍聴に行きました。 

├ 今月の五行歌 

├ イベント紹介 ├ 編集局より／ＬＩＰ配布場所／会計報告 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 
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２０１８年１２月号 

２
年
間
大
阪
府
下
の
障
害
者
に
会
い
に
行
き
、
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
集
で
す
。
 

障
害
の
あ
る
方
た
ち
と
関
わ
り
が
で
き
た
頃
、
相
模
原
市
の
殺
傷
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
の
事
件
は
障
害
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
の
中
が
ひ
ど
く
狭
隘
で
不
寛
容
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
 

写
真
を
し
て
い
る
者
は
写
真
で
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
小
さ
な
活
動
で
す
が
写
真

集
は
わ
た
し
な
り
の
社
会
へ
の
表
現
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
写
真
家
 
花
歌
）
 

写
真
集
を
ご
希
望
の
方
は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

＊
価
格
１
２
０
０
円
＋
送
料
２
５
０
円
（
計
１
４
５
０
円
）
 

品
切
れ
の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
 
 
fpaper.mari＠

gmail.com 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０１８／１２ 

〈２〉 

 
も

う

30年
に

な
る

の
だ

。
１

９
８

９
年

１
月

７

日
、

昭
和

天
皇

の
逝

去
に

よ
り

、

20世
紀

の
大

半

を
占

め
た

「
昭

和
」

と
い

う
時

代
が

終
わ

っ
た

。
 

 
ち

ょ
う

ど
土

曜
日

。
午

前
６

時

33分
、

天
皇

が

吹
上

御
所

で
崩

御
さ

れ
る

と
、

テ
レ

ビ
は

終
日

そ

の
ニ

ュ
ー

ス
を

伝
え

、
特

別
番

組
が

組
ま

れ
て

、

丸
２

日
間

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

は
放

映
さ

れ
な

か
っ

た
。
 

 
レ

ン
タ

ル
ビ

デ
オ

店
が

大
繁

盛
し

た
と

い
う

、

こ
の

日
の

こ
と

を
私

は
知

ら
な

い
。

ち
ょ

う
ど

そ

の
時

空
の

上
、

私
は

飛
行

機
に

乗
っ

て
い

た
の

だ

か
ら

。
 

 
そ

の
冬

、
私

は
父

と
共

に
１

週
間

の
「

フ
リ

ー

プ
ラ

ン
・

パ
リ

ツ
ア

ー
」

に
参

加
し

た
。

父
は

定

年
後

も
長

く
勤

め
た

会
社

か
ら

完
全

に
リ

タ
イ

ア

し
て

、
胃

が
ん

の
手

術
を

受
け

た
後

だ
っ

た
。

主

治
医

か
ら

許
可

が
下

り
て

、
念

願
の

海
外

旅
行

に

出
か

け
る

に
あ

た
っ

て
、

父
は

最
初

母
と

行
く

つ

も
り

だ
っ

た
。

し
か

し
、

お
米

の
ご

飯
が

大
好

き

な
母

は
、

引
き

こ
も

り
を

し
て

い
る

息
子

が
心

配

だ
と

、
同

行
を

拒
ん

だ
。

そ
こ

で
、

娘
の

私
が

一

緒
に

行
く

こ
と

に
な

っ
た

。
私

の
勤

務
先

の
正

月

休
み

の
間

に
行

っ
て

帰
っ

て
こ

ら
れ

る
よ

う
、

日

程
は

年
末

発
を

選
ん

だ
。

往
復

の
航

空
チ

ケ
ッ

ト

と
朝

食
付

き
の

ホ
テ

ル
宿

泊
が

セ
ッ

ト
さ

れ
た

フ

リ
ー

プ
ラ

ン
の

ツ
ア

ー
だ

っ
た

。
 

 

70歳
の

父
親

と

30歳
の

娘
の

２
人

旅
は

、
ま

さ

に
珍

道
中

だ
っ

た
。

父
は

根
が

ケ
チ

で
あ

る
。

空

港
か

ら
ホ

テ
ル

に
向

か
う

の
に

、
タ

ク
シ

ー
を

利

用
せ

ず
地

下
鉄

で
行

こ
う

と
考

え
た

。
駅

の
ベ

ン

チ
に

腰
か

け
地

図
を

出
し

て
、

鞄
か

ら
手

を
離

し

て
ふ

と
横

を
向

い
た

、
そ

の
一

瞬
に

鞄
は

消
え

た
。

置
き

引
き

で
あ

る
。

幸
い

パ
ス

ポ
ー

ト
は

身
に

つ

け
て

い
て

無
事

だ
っ

た
が

、
ホ

テ
ル

に
着

く
と

ま

ず
警

察
の

場
所

を
聞

い
て

、
盗

難
届

を
出

し
に

行

っ
た

。
一

体
ど

う
や

っ
て

届
け

を
出

し
た

の
か

。

私
も

一
緒

に
い

た
の

だ
が

、

全
く

覚
え

て
い

な
い

。
 

 
そ

ん
な

こ
と

に
も

懲
り

ず
、

そ
の

日
か

ら
父

と
私

は
毎

日

地
下

鉄
に

乗
り

、
街

を
歩

き

ま
わ

っ
た

。
中

華
レ

ス
ト

ラ

ン
で

ぼ
ら

れ
た

り
、

移
動

遊

園
地

で
ポ

ッ
プ

コ
ー

ン
を

買

お
う

と
し

た
ら

、
売

り
子

の

女
性

に
「

ニ
ホ

ン
ジ

ン
」

と

馬
鹿

に
さ

れ
た

り
。「

あ
ー

あ
」

と
言

い
な

が
ら

、
私

た
ち

は

め
げ

な
か

っ
た

。
セ

ー
ヌ
川

を
巡

る
船

に
乗

り
、

モ
ン

マ
ル

ト
ル

の
丘

に
上

り
、
観
光
バ

ス
で

ベ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿

に
行

っ
た

。
超

特
急
Ｔ
Ｇ
Ｖ

に
乗

っ

て
、
隣
国

の
ス

イ
ス

・
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

に
も
足

を
延

ば
し

た
。

 

 
そ

う
し

て
最

終
日

。
ホ

テ
ル

で
最

後
の

朝
食

を

と
っ

て
い

る
と

、
同
じ

ツ
ア

ー
の

日
本

人
女

性
た

ち
が
話

し
か

け
て

き
た

。「
な

ん
か

テ
レ

ビ
で

、
天

皇
陛

下
の

こ
と

を
言

っ
て

ま
し

た
。
何

か
あ

っ
た

の
で
す
ね

」
。
空

港
に

着
く

と
、
周
囲
の

人
た

ち
が

手
に
持

つ
新

聞
に

、
天

皇
の
写
真

が
載

っ
て

い
た

。

「
エ

ン
ペ

ラ
ー
・
イ
ロ

イ
ト

�
�

」
。
そ

ん
な

言
葉

が
聞

こ
え

て
く

る
。

 

 
フ

ラ
ン

ス
人

は
、
「
Ｈ

」
の

発
音

が
で

き
な

い
。

ス
ペ

イ
ン
語

や
イ

タ
リ

ア
語

で
も

同
じ

だ
が

、
フ

ラ
ン

ス
語

で
は

、
日
本
語

の
「

は
行

」
に

あ
た

る

音
は

母
音

だ
け

に
な

る
。

そ
の

こ
と

は
知

っ
て

い

た
が

、
昭

和
天

皇
・
裕
仁
（
ひ
ろ
ひ

と
）
が

、「
エ

ン
ペ

ラ
ー

・
イ
ロ

イ
ト

」
に

な
る

と
は

�
�

。
 

「
亡

く
な

ら
れ

た
よ

う
で
す
ね

」
と

先
ほ

ど
の

女

性
た

ち
。
「

そ
う

な
ん

で
す

か
」
「
悲

し
い

こ
と

で

す
ね

」
。
そ

れ
以

上
お
互

い
話

さ
ず

、
フ

ラ
ン

ス
語

の
新

聞
を

買
う

こ
と

も
せ

ず
、

私
た

ち
は

機
上

の

人
と

な
っ

た
。

 

 
北
極

海
の

上
空

を
飛

ん
で

、
ア

ン
カ

レ
ッ

ジ
で
給

油
、
十
数

時
間

か
け

て
日
本
へ

。
空

港
に

着
い

た
時

、

そ
こ

は
「
平
成

」
に

な
っ

て
い

た
。

 

「
へ

い
せ

い
っ

て
読
む

ん
だ

」
「
平

ら
か

に
成

る
っ

て
？

」
そ

ん
な

会
話

を
交

わ
し

て
父

と
別

れ
、

私
は

１
人
住

ま
い

の
部
屋

に
戻

っ
た

。
 

 
半

年
後

父
は
ガ

ン
が
再

発
、
翌

年
入
院

先
の
病
院

で
亡

く
な

っ
た

。
パ

リ
へ

の
旅

は
、

父
に

と
っ

て
最

後
の

旅
行

と
な

っ
た

。
 

「
昭

和
」

に
続

く
「
平
成

」
の

時
代

は
、

私
た

ち
家

族
に

と
っ

て
、
激

動
の

時
代

で
あ

っ
た

。
引

き
こ

も

り
の
弟

と
母

は
２

人
き

り
で

共
依
存

の
生
活

を
続

け
、

十
数

年
後

母
が

特
養

に
入

所
す

る
こ

と
で

そ
れ

は
解

消
さ

れ
た

。
一
方

私
は
弟

の
家
庭
教
師

を
務

め
た

こ

と
の

あ
る
男

性
と
結
婚

、
障
害
児

を
授

か
り

、
そ

の

子
も
成

人
し

た
。
今

年
私

は
還
暦

を
迎

え
た

が
、

ち

ょ
う

ど
「

昭
和

」
を

30年
、
「
平
成

」
を

30年
生

き

た
こ

と
に

な
る

。
来

年
４

月
末

「
平
成

」
が

終
了
す

る
予

定
で

あ
る

こ
と

を
思

う
と

、
ち

ょ
っ

と
し

た
感

慨
が

あ
る

。
 

 
昭

和
天

皇
の
傍

ら
で

い
つ

も
静

か
な
微
笑

み
を

た

た
え

て
い

た
今

上
天

皇
は

、「
国
民

と
共

に
あ

る
」
と

い
う

こ
と

を
、

心
を

こ
め

て
実

行
さ

れ
て

き
た

よ
う

で
あ

る
。「

リ
ベ

ラ
ル

な
立

場
の

人
々

が
、
自

ら
の

言

説
を
補
強
す

る
た

め
に

天
皇

の
発

言
を
解
釈

、
引

用

す
る

、
と

い
う
現
象

が
生
じ

て
い

る
よ

う
に

も
み

え

る
。
平
成

を
象
徴
す

る
風
景

だ
ろ

う
。
」
数

日
前

の
新

聞
に

そ
う
読

ん
だ

。
 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）

 
パ

ー
ト

勤
務

の
主

婦
。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。

市
民

活
動

、
文

化
活

動
に

も
励

ん
で

い
ま

す
。

 

言いたい放題！ アッキー28 号（30）       昭和から平成へ 



（図書館分室廃止反対）        ＬＩＰ ２０１８／１２ 

〈３〉 

 昨年末と今年２月、枚方市は香里ケ丘図書館

建て替えに関する市民説明会を開きました。そ

の時、2020 年の新香里ケ丘図書館完成と同時に、

その利用圏域を半径 1.2 キロから 1.5 キロに広

げ、その圏域に含まれる東香里・茄子作・釈尊

寺の３つの図書館分室を廃止するとの方針を明

らかにしました。 

 

 １万～２万冊ほどの図書が並ぶ分室、それは

２人の司書に守られた小規模で静かな実に心地

よい読書環境です。地域に溶け込んだ落ち着き

が、幼い子供からその母親や高齢者までを「本

の海」へ誘ってくれます。市民は市が実施した

アンケートにも多くの声を寄せていました。「香

里ケ丘まで坂道が多くて大変」「バスを２本乗り

継ぐと往復 920 円かかる」「小学生は放課後、校

区外へ出られない」「分室は高齢者・子供・乳幼

児の母親にとって、かけがえのない居場所」等々。 

 

 これらの声に対する市の答えは常に「分室廃

止ありき」の紋切り型。「人口減少による税収減、

高齢化社会の進行と財政負担増、人件費や施設

運営費が負担になっている」と答えます。しか

し、「１分室の経費は約 1000 万円。お金の問題

だけで分室を切り捨てず、市民の暮らしに寄り

添った市政運営を！」と、市民は声を挙げてい

ます。少子高齢化の波を考えれば、次の世代を

担う若い人たちが本に親しみ、知識や情操を豊

かに、そして健康に成長していくことは大切な

ことです。その応援を図書館に期待したいので

す。最近の報道では、高齢者も健康長寿であろ

うとすれば「読書」がとても有効な方法である

と、山梨県の例が紹介されました。図書館の役

割は本当に多岐にわたり見直されています。 

 

「香里ケ丘図書館を見守る会」と「図書館行政

を考える会」は８月 12 日から９月３日まで、東

香里・茄子作・釈尊寺の３分室と２つのスーパ

ーマーケット近辺で「シール投票」を実施しま

した。その結果は「分室を残して欲しい…９２％」

「残さなくてよい…１％」「わからない…７％」

です。幼い子供をバギーに乗せたお母さんは、

「分室がなくなったら困るよ！ 子供の絵本も

高いのよ」と言い、仕事を定年退職した人は、

「やっとゆっくり本を読めると思ったら、これ

だ」と不満をぶつけ、茄子作分室の近くに住む

という高齢者は、「ここまで来るのもやっと」と

顔をしかめていました。 

 

 今、枚方市駅周辺では大規模な再開発が進め

られようとしています。市議会に出された計画

では総工費は約 1400億円、そのうち枚方市の持

ち出し分は約 200 億円の予定。すべての再開発

をやめろとは言いません。しかし、不要不急の

再開発は控えてでも、人作りに必要な図書館一

分室 1000 万円は削らないで欲しいと思います。

今、分室存続を求める署名活動が続けられてい

ます。多くの方々のご協力をお願いいたします。 

 

（香里ヶ丘図書館を見守る会  駒木根 淑子） 

 

図書館分室の廃止に反対します！ 



（「無駄話」）             ＬＩＰ ２０１８／１２ 

〈４〉 

 人間は誰しも、思いもかけない失敗をする事があ

る。私にとって何時まで経っても忘れられない衝撃

的な大失敗が二度もある。 

（其の１）焚き火 

 小学校３年の晩秋の事だった。腕白仲間の西田君

と石川の川原へボート遊びに行った。其の頃、ブリ

キで造られた全長10 センチほどの玩具のボートが

流行っていて、小さなタンクに水を入れ、その下に

立てたローソクに点火すると、５分も経たない中に

煙突からポンポンと鋭い音を立てて、盥（たらい）

に張った水の上を勢い良くかなりの速さで走り回

った。 

 盥の中では狭くて

面白くないので、二人

は石川のワンド（川原

にある小さな水溜り）

でそれぞれのボート

を走らせに行った。水溜りと

いっても巾 3 メートル、長さ

５メートルほどの広さがあっ

て、そこでのボートは、本物の

ように小さな航跡を残して走

り回った。秋はもう冬に近く、

風が冷たかったので、私と西

田君は遊びつかれて河原で焚

き火をする事にした。 

 周辺にある枯れ木や枯れ草を集めてマッチで火

を付けたとたん、風に吹かれて焚き火の火が物凄い

勢いで燃え広がった。それは、二人の子供が予測で

きなかった火勢で、あっという間に堤防の雑草に燃

え広がり駆け上がっていった。私達は上着を脱ぎ、

必死で火を叩き消そうとしたが、到底消せるもので

はなかった。ふと見ると、前方に野小屋が見え、火

が小屋に迫っていた。小屋には近くの農家の様々な

農機具が保管されている。事態は最悪そのものであ

った。もし小屋が全焼すれば、二人は警察に捕まっ

てしまう。 

「たすけてーー！！」 

 私達は顔を炭で真っ黒にし、近くの農家に駆け込

んだ。立ち上った煙と焼臭で、近所の人々が駆け集

まってきて消火に参加したが、小屋は全焼して焼け

崩れた。私達は完全な放心状態でその場に座り込み、

集まってくる大人達の顔を見る勇気も無く地面に

視線を落としたまま、泣きじゃくっていた。 

 昭雄さんと清さんやな？ 火遊びしたらあかん

ぞ、警察行きやで、けどーーー済んだ事はしゃーな

い。人の住んでる家で無うて良かった。小屋はな、

古うて倒れ掛かっとったので、中はからっぽや。こ

ぼつ（取り壊す）面倒が無うなって助かったわ」。

思いもかけない持ち主の源さんの言葉にホっとし

たが、父と村長から火の出るような大目玉を食らっ

たのは当然だった。 

(其の２)車の事故 

 今から35年ほど前、私は中古車のスポーツタイ

プで真っ赤なカリーナを持っていた。 

 太いタイヤの車はハンドルが重かったが、安定し

た走行には大満足だ

った。或る夏の日、高

槻までドライブした

帰り、クボタ鉄工枚方

工場近くにあった「幌

馬車」と言う喫茶店で

休憩しようとして、狭い駐車

場に車を乗り入れたが、ハン

ドルを持つ手が滑って、白い

大型セダンに接触してしまっ

た。相手のドアーが凹み、カリ

ーナの右前部のバンパーが損

傷した。 

 その時、衝突音を聞きつけ

た一人の大柄な男性が店から飛び出してきた。その

人は、上半身がランニング一枚で、逞しい腕に狐の

刺青が目を剥いていた。私は恐ろしさに顔面蒼白に

なり、震える声で「済みません、直ぐ警察に連絡し

ます」と平身低頭で詫びた。その人は、にやりと笑

って「警察は嫌いや、呼ばんでもええ」と言いなが

ら、鋭い目付きで双方の車の損傷箇所を撫で回した。

私は、其の筋の男らしい人物の無気味な目をみて、

恐ろしい示談を予測し、絶望の余り顔面蒼白となり、

全身の震えが止まらなかった。 

「これがわしの名刺や。この車はな、これからわし

の廃車工場まで持って行く途中や。せやから、何も

心配せんでええ」と言って又、にやりと笑った。名

刺には「朝日商会、廃車全般、部品販売」と印刷さ

れ、住所は京都府八幡市一の坪ｘｘ番地」となって

いた。 

 この時、私は小学校時代のあの農機小屋全焼事件

を思い出していた。不注意な事故はもう繰り返すま

い、と改めて反省した次第である。 

 文／画 鶴島昭雄  

「無駄話」(３) 

とんでもない失敗２件 



（うたかた話）            ＬＩＰ ２０１８／１２ 

〈５〉 

 アイヌ語の地名が西日本にまで付けられてい

る事をお話ししましたが、もう少し「アイヌ」

についてお話ししてみたいと思います。 

 縄文時代の古墳その他から推測しますと「ア

イヌ」は北海道を中心とする狩猟民族でかって

は北海道だけでは無く北は樺太、東は千島列島

全域、南は本州の北部に至る広大な地域に居住

していたものと思われます。 

「アイヌ」は北海道、樺太、千島列島のほかに

もロシアのサハリン州、ハバロフスク州、カム

チャッカ地方にも居住していたと言われていま

す。カムチャッカアイヌ、北千島アイヌ。南千

島アイヌ、アムールアイヌ、北樺太アイヌ、南

樺太アイヌと称され、各地で「ロシア」から疎

外され日本に来た人々も多いと言われている。 

「アイヌ」とはアイヌ

語で『人間』を意味す

る言葉だそうですが、

又別の本では……「名

詞で人、男」……の意

味と書かれています。

又「カムイ」も難しく

……「自然界の総ての

ものに心が有るという精神に基付いて自然を指

す呼称」……と書かれているものや、「名詞で

（神）、古くは魔、クマ」……と書かれているも

の迄色々あり、文字を持たなかったアイヌ語に

ついての研究はまだまだ進展する余地が有ると

思われます。 

 私が以前ＬＩＰに掲載しました、『枚方の歴史』

２回目の「阿弖流為、母禮」でも書きましたが、

坂上田村麻呂が征夷大将軍として蝦夷征伐に赴

いた胆沢城は「アイヌ」と大和民族との戦いで、

その戦いに敗れた「アイヌ」はそれ以来だんだ

ん北に追われて行き、北海道にその住み家を見

つけました。 

 狩猟民族の「アイヌ」は農耕主体の大和民族

とは相容れず差別の対象となってきました。 

 私は 26 年前に北海道旅行をした時初めて聞

いたのですが、北海道では「アイヌ」の人たち

が差別されていたことを知りました。それ以来

狭い日本でなぜ差別が色々と起こるのか、その

歴史を民俗学的に解明したいと思う様になりま

した。そしてその差別が一部の人々をどれだけ

苦しめているかを考えてみたいと思いました。

その結果人間は定住しない人々を差別する等、

己と異なる生活の人々を差別するのでは無いか

と考える様になりました。 

 大和書房発行の『民衆史の遺産』の 13 巻に『ア

イヌ』と題された文集があります。この本は『ア

イヌ』に関わる歴史、文学、文化の論文を掲載

しております。その本の巻頭の……『民衆史の

遺産 アイヌ』を編むに当たって(榎森進記）』

……と題する文章の中に「日本人は国家とは同

一言語同一民族から均一に構成されていると思

い込んでいるが故に、

相手に向かって自己の

宗教、言語、氏名、風

俗、習慣を押しつける

事を罪悪と思わない。

(一部略)それが戦前、

満州、朝鮮、台湾、南

洋等に神社を建て現地

の住民に礼拝を強制して来た」此が日本人の差

別意識を作っていると書かれています。 

 この差別の問題は又別の所で書きたいと思っ

ております。 

 今回は PCの Wikipedia、『民衆史の遺産』(大

和書房発行)、「日本縦断アイヌ語地名散歩」(大

友幸男著)のお世話になりました。 

「おわり」 

  ├ 小田川徳男  



（五行歌・原発賠償訴訟）      ＬＩＰ ２０１８／１２ 
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 11 月１日(木)༂؉܅༂ࠈȅȆ��̅؇ఈąԉขਈਈ�ଇ

20 回期日が行われました。これは、2011 年３月の東京電

༂इఅଇ༂̅༂༂؇؉ȆคԆ�ԉข�	؉����༂��

が、国と東電に対し、原発事故の真相究明と責任の追及、

損害の完全賠償、被災者全員に対する暮らしの支援を求め

る裁判です。この日傍聴を求めて集まった人は、129 人。

抽選に外れ法廷に入れない人のために地裁の隣にある弁護

士会館で、法廷とほぼ同時進行で模擬裁判が開かれました。 

 法廷では、原告から準備書面56�ข܆ਈ༄̇ࠇ�ਈ�Ȇ

っていくとの方針が正当であるとの主張は失当であるこ

と」、準備書面57「被告・国平成30 年８月９日付求釈明

申立書２に対する回答」が提出され、被告・東京電力から

は準備書面16「放射線の健康影響」、準備書面17「避難

指示区域の避難者の精神的損害」、準備書面18「旧緊急時

避難準備区域の避難者の精神的損害」、準備書面19「旧屋

内退避区域・南相馬市要請区域の避難者の精神的損害」、

準備書面20「自主的避難等対象地域の避難者の精神的損

害」が、被告・国からは準備書面30「被告国の事故後の対

応について」、準備書面31�ข܆ਈ༄������ฆ�؆

面32「原告準備書面51 に対する反論」が提出されました。 

 準備書面56 については、原告弁護団からパワーポイント

による内容説明がありました。それは、国のこれまでの主

༅�ଅ��̅ਈ����ข܆ਈ༄༏̇ࠇ�ਈ����̅�

Ȇ��������༂ĉ�ԅࠉ�ą	�����ข܆ਈ

価が示す結果が炉心損傷等の深刻な被害をもたらす津波を

伴う地震が極めて高い発生頻度で生じるという、重大かつ

切迫したものであったことを鑑みると、先送りが許される

ものではなかった、国の責任が認められるべきことは明ら

かである、と論じる内容でした。 

 閉廷後模擬裁判の行われた会場で報告集会が開かれまし

た。最初に原告団代表の森松明希子さんが一言挨拶。その

後、今回裁判後の進行協議＊＊で行われることになった約

半時間の原告のプレゼンテーションを聞きました。期日の

進行に伴い変遷してきた国の主張に対して丹念に反駁を行

い、国の責任を問う内容でした。 

 続いて、サポーターからの案内と報告、壇上に立った８

名の原告からアピールと報告、そして、愛知、京都、兵庫

の各訴訟の原告やサポーターからのアピールが行われまし

た。さらに、12 月14日大阪高裁で第１回控訴審を迎える

京都訴訟、2 月20 日、3 月14日、3 月26 日に各々判決を

迎えるかながわ訴訟、千葉訴訟第２陣、えひめ訴訟、また

11 月9 日、16 日、30 日に本人尋問が行われる愛知・岐阜

訴訟といった各地の訴訟団への応援アクションを皆で行い

ました。 

 ༂؉܅༂ࠈȅȆ��̅؇ఈąԉขਈਈ�ଆଇ 21 回期

日は２月21 日（木）午後２時開廷です。 

（とよたかあきえ） 

༏ข܆ਈ༄༏คई�ആԆఅ�؇༂܉܅���ആฆ܉܅܅�

対象に、地震の規模や一定期間内に地震の発生する確率を

คฆ܉܅������؇༂̅���ข܆ਈ༄༏ข܆ਈ༄༏�

と呼んでいます。（「地震本部」のホームページより） 

＊＊進行協議：裁判所と当事者双方が、裁判の進行に関す

る事項について、「打ち合わせ」を行うこと。 

「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

 原発賠償関西訴訟第 20 回期日の傍聴に行きました。 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１８／１２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊ 

・廃油回収 12/18(火)：枚方市役所前にて 

      10:30～12:00 

・関西電力バザー 12/15(土）・16(日)：守口京阪百貨店

前（京阪守口市駅・東改札口側連絡通路） 

お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちし

ております＾  ^

また現在、2019年オリジナルカレンダー「やさしいちきゅう

ものがたり」1本 1,100円（送料無料）で販売中です。ご注

文は当作業所まで！！ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
障害者労働センター  枚方市中宮山戸町10-12-101 
TEL072-848-0508 
ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

音楽でリフレッシュ！ 
～思いっきり声を出して歌ってみませんか！～ 

◆日時：12月10日（月）10：30～12：00 
◆場所 サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 
※参加費：500円（初回無料） 
※申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

永野三智「みな、やっとの思いで坂をのぼる」 

出版記念トークショー 

日時：12月23日（日）14：30 OPEN 15：00 START 

会場：天劇キネマトロン朱雀ホール（地下鉄中崎町駅下車４番

出口 徒歩３分 セブンイレブンを通り過ぎて次の角を右へ） 

参加費：１５００円（１ドリンク付き） 前売り・当日とも 

 

水俣は、教科書にも載っている有名な場所です。けれど、そこ

でどんなことがあったのか、今水俣でどんなことが起こってい

るのかを詳しく知る人は少ない。沖縄でも、福島でも、そこに

住む（住んでいた）人々の思いを踏みにじる非道が平気で続け

られています。水俣を知ることで、そんな「この国のあり方」

に気づくことができるのではないかと思っています。 

 

出来れば一度、水俣に足を運んでほしい。しかしまずは、永野

さんのお話を聞き、「やっとの思いで坂をのぼ」ってくる人た

ちの声に、耳を傾けてください。 

 

永野三智さんプロフィール： 

１９８３年１２月、熊本県水俣市袋の出月集落に生まれ。２０

０３年、書道の恩師だった溝口秋生さんの裁判の傍聴を始め

る。０７年に水俣に戻り病院で働いた後、０８年、「水俣病セ

ンター相思社」（同市）にて患者相談や、水俣病の関係資料を

展示する「水俣病歴史考証館」の解説などを担当。機関誌「ご

んずい」を編集、患者相談雑感を連載。今年９月に初の著書「み

な、やっとの思いで坂をのぼる 水俣病患者のいま」（ころか

ら刊）を出版。 

 

主催：永野三智トークショー実行委員会 

連絡先：naganoyatto＠yahoo.co.jp（牧口） 

協賛：サロン・ド・アマント天人 

    http://amanto.jp/groups/tengeki 

◆クリスマスハンドベルコンサート 

御殿山キラ星ハンドベルクワイア 

日時：12月15日（土）午後2時（開場1時30分） 

会場：メセナ枚方 

参加費：無料 

直接会場へお越しください。 

連絡先：松本（072-854-5103） 

「枚方自閉症児(者）親の会」１２月例会 
＊日時 12月12日（水） 10時～12時 
＊場所 ラポールひらかた ４階共用ルーム 
＊連絡先 松崎 072-945-3014 鬼塚 072-841-3515 

心のサポートスキル講座 ～パート2～ 

この無料講座では、カウンセリングの援助方法の大切な要点

を紹介します。ご希望の日時と場所を電話で申し込んでくだ

さい。 

＊日時：12月26日（水）13：30～15：30 

場所：交野市立青年の家 

＊日時：2019年1月11日（金）13：30～15：30 

場所：ラポールひらかた 

＊日時：2019年1月18日（金）13：30～15：30 

場所：アルカスホール 

※参加費：無料 

申込・問合先：ＮＰＯ法人京阪総合カウンセリング 

       ＴＥＬ０７２－８１４－７１４０ 

写真展「枚方女子」 vol.８ 

■日時 2018年12月7日（金）～12月12日（水） 

    10：00～18：00（最終日17：00） 

■会場 枚方市ふれあいホール（京阪枚方市駅東改札の正面） 

■主催者および連絡先 花歌（フォトグラファー） 

           fpaper.mari＠gmail.com 

■参加費 無料 

枚方市の地元女性４０名を撮影したポートレート展で、今年８

回目となります。「地域の魅力は人の魅力」という視点からさ

まざまな女性を撮影し、地域の魅力を発見し地域への関心を高

めていただく展覧会です。 

福祉・介護を考える集い 

■日時 １２月９日（日） 13:30開場 14:00開始 

■会場 楠葉生涯学習市民センター 

■連絡先 松田久子 ０９０－９７０５－５９２１ 

■参加費 ３００円 

「認知症の人と家族の会」大阪支部代表を迎えて 

 子どもから高齢者まで安心を！ 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 161 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（新年１月号）は、１２月２３日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ３：平井由恵 Ｐ２：よし美 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

31,572 前号から繰り越し 

2,000 応援団寄付 

3,600 少年期完全版9冊 

800 その他出版物売り上げ 

▼560 郵送代 

▼500 １１月ロッカー代 

▼4,120 １１月号印刷代 

32,792 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

黒田薫さん 

■ＬＩＰに、ほぼ隔月連載中の「言いたい放題！ 

アッキー28号」などをまとめたエッセイ集が出版

されました♪ 

極少出版 とれぶ出版部による新作です。 

 

「言いたい放題！ アッキー28号２ 愛のきき

みみ頭巾」Ａ５判１００ページ 豊髙明枝著 

＊頒価500円で好評頒布中です。 

＊問合せ先：ＬＩＰ編集局 

 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印

刷し、市民が配布する地域密着型情報紙です。 

あなたも紙面に登場してみませんか？ 


